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大量の時刻情報付きデータを分析するための可視化ツール

白井 智子 三末 和男 田中 二郎∗

概要. 本研究で扱う時刻情報付きデータとは，行動や事件などのイベントと，それらのイベントが発生し
た時刻を記録したデータである．このデータを分析すると，行動パターンがわかり，マーケティング分野や
セキュリティなどの様々な分野へ応用することができる．本研究では，アナログ時計の文字盤のような円を
基本とし，イベントの時刻の集合をその中に配置することで，データに記録されているイベントと時刻の
関係性のおおよその分布を視覚的に提示する，ChronoViewを提案する．ChronoViewでは，時刻の集合を
位置で表すが，この場合，時刻の集合が同じ位置に配置されてしまう可能性があるという点で，表現上の曖
昧性がある．本研究では，この表現上の曖昧性を改善し，イベント発生の特徴がより把握しやすい表現を検
討した．

1 はじめに

本研究で対象とする「時刻情報付きデータ」とは，
行動や事件などのイベントとそれらが発生した時刻
を記録したデータである．時刻情報付きデータには，
Webアクセスログ，ショッピングサイトでの商品の
購買履歴，Twitterのツイートなど，様々な種類の
データがある．時刻情報付きデータを分析していく
と，イベント発生の特徴がわかる．これらの特徴の
把握は，マーケティングやセキュリティ分野を初め
とする様々な分野で期待されている．
本研究で扱うイベントは，1つ以上の時刻で発生

する．たとえば，あるWebページが 10時，11時
に閲覧されたとすると，そのWebページへのアク
セスは 2つの時刻で発生したことになる．時刻情報
付きデータを分析するための既存手法 [1]の多くは，
1つの時刻の集合を表示するために一定の領域を必
要とする．そのため，大量の時刻情報付きデータを
一度に表示することは困難であり，データの持つ特
徴を俯瞰により把握することは容易ではない．
本研究では，大量の時刻情報付きデータからイベ

ント発生の特徴分析を支援するため，時刻の集合を
二次元平面上の位置で表現する ChronoViewを提
案する．ChronoViewは，アナログ時計の文字盤の
ような円を基本とした手法である [2]．

2 視覚的表現

2.1 位置を使った時刻の集合の視覚的表現

ChronoViewは，アナログ時計の文字盤のような
二次元平面上にイベントを配置する表現である．
まず，1つの時刻を二次元平面上に配置すること
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図 1. ChronoViewの概観

を考える．時刻が t0のとき，アナログ時計の文字盤
の 12時の位置に配置し，半径 rの円周上に時計回
りに周期 cで配置する．すべての時刻の集合をU と
すると，このような配置は関数 f0 : U → R2によっ
て次のように定義できる．

f0(t) = (r cos θ, r sin θ) (1)

ただし，

θ =
π

2
− 2π

t− t0
c

.

空ではない時刻の有限集合T = {t1, t2, · · · , tn} ∈
2U は，要素 ti（i = 1, · · · , n）に対する平面上の点
の重心に配置する．このような配置は関数 f : 2U →
R2によって次のように定義できる．

f(T ) =
1

|T |
∑
t∈T

f0(t) (2)
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このように，あるイベント eが時刻の有限集合 T
を持つとき、eを f(T )に配置する．
図 1では，t0 を午前 0時，cを 24時間としてい

る．cを 1時間とすれば，1時間周期の図を表現で
きる．また，cを 7日間とすると，1週間周期の図
を表現できる．この配置方法により，イベントが広
範囲に分散して発生しているのか，特定の時刻に集
中して発生しているのかなど，おおよその特徴把握
が可能になる．

2.2 金平糖表現

ChronoViewは，異なる時刻の集合が同じ位置を
占める可能性がある点で，表現上の曖昧性がある．
本研究では，この曖昧性を解消し，複数イベントを
一度に比較できる表現として，金平糖表現を考えた．
まず，図 1において，1つのイベントに着目し，

そのイベントについて，小さなアナログ時計の文字
盤のような円を考える．このとき，着目したイベン
トを，小さな円の中心とする．そして，円の中心か
ら，実際にイベントが発生した時刻の方向へ，直線
を描画する．この方法で 1つ 1つのイベントを描画
することで，様々な形の金平糖のようになる．

図 2. 金平糖表現の一例

図 2は，金平糖表現を適用した例である．この例
では，周期を 24時間とし，1時間ごとのイベントの
発生頻度を集計し，各時間帯の頻度を線の長さで表
現している．そのため，イベントの発生頻度が高い
時間帯ほど，線の長さが長くなり，発生頻度が低い
ほど，線が短くなる．
この表現により，形を見る事で，おおまかな発生

時刻の特徴を読み取る事ができる．また，一度に複
数のイベント発生の特徴を把握し，比較することが
可能である．

3 実行結果

本研究では，「起床なう」，「忘年会なう」のように
「なう」というキーワードを含むツイートデータを
ChronoViewで視覚的に提示した．利用したツイー
トデータは，ユーザ名，日付，時刻，ツイート文を
持つ．「なう」を含むツイートをMeCab1を利用して

1 http://mecab.sourceforge.net/

形態素解析し，「なう」の直前にある人間の行動にあ
てはまる単語列を抽出した．今回は，抽出した単語
列をイベントとした．利用データは，2011年 12月
1日から 12月 31日までの 103,194ツイートである．

ChronoViewより，まず位置からイベントの大ま
かな特徴が読みとれた．円の淵側を見ると，23時の
付近に「月食」，13時の付近に「ランチ」というイ
ベントが配置されていた．このことから，これらの
イベントは，特定時刻に依存していそうだ，という
ことがわかった．また，円の中央付近を見ると，「電
車」，「バス」，「カラオケ」というイベントが配置さ
れていた．このことから，これらのイベントは，幅
広い時間帯に発生していそうだ，ということが読み
とれた．
ここでさらに，「電車」と「バス」の金平糖の形状

に注目した (図 2)．「電車」は，7時，8時，18時の
線が長く，10時から 17時までの間にもやや長めの
線が引かれていたが，1時から 4時の間には線がな
かった．一方，バスは，12時，17時，18時，21時
の線が長く，6時から 11時と 13時から 16時にも
線が引かれていたが，0時から 5時には線がなかっ
た．このように，イベントの位置が近いもの同士で
あっても，金平糖表現より，イベントの発生時間の
違いを読み取ることができた．

4 まとめ

本研究では，大量の時刻情報付きデータからの特
徴分析を支援するための表現手法であるChronoView
を提案した．ChronoViewでは，時刻の集合をアナ
ログ時計を模した二次元平面上の位置で示すことで，
イベントと時刻の関係性を提示した．
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